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【研究・技術紹介】 

私たちの研究室では，省エネルギーや持続可能社会に貢献する材料の研究を行っています．例えば，磁

性蓄冷材・磁気冷凍材料といった高効率な冷却に利用する磁性材料や排熱を電気に変換する熱電材料な

どです．こうした材料では磁気的，電気的特性が重要となります．良い特性をもつように材料を設計・作

製し，物性測定まで行います．磁化や電気抵抗などのマクロな測定と，核磁気共鳴などのミクロな測定を

通して，材料の物性発現のメカニズムについて明らかにしています． 

テーマ：極低温冷凍機用蓄冷材の開発  

極低温冷凍機は，4 K（約-269 ℃）という低温を作り出

すことができる冷凍機です．この冷凍機は医療用 MRI や

超伝導リニアなどの超伝導磁石の冷却に使用されていま

す．超伝導磁石は，高価かつ希少資源の液体ヘリウムを利

用する必要があります．極低温冷凍機は蒸発するヘリウム

を再度液体ヘリウムにできるため，コストの節約ならびに

省資源を実現することができます．冷凍機の冷凍性能は熱

を溜める蓄冷器内の蓄冷材の比熱の大きさに依存してい

ます．私たちの研究室では，冷凍効率向上のために，比熱

の大きな蓄冷材の研究開発を行っています．鉛フリーの材

料や希土類金属系の材料を作製して，比熱を始めとした物

理的性質を調べています． 

 

キーワード：低温，比熱 

特許・論文：Physica B 550 (2018) 260. 

社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であるか）： 

冷凍機の冷凍効率向上，省エネルギー 

 

研究に関連する図面

や写真を必ず入れて

ください。 

図：体積比熱の温度依存性．元素置換により比

熱のピーク位置を制御することが可能 



【研究者から一言】 

磁性や電気伝導，比熱といった物理的性質を，元素置換や侵入型元素を使うことで制御することができ

ます． 他にも熱電測定のためのゼーベック係数や熱伝導率の測定技術もあります． 


